
近年、一般消費者がインターネットで商品を購入する機会が増加している。そして、それ

らを増加させる要因の一つとして、インターネット広告の増加が挙げられる。2016 年の日

本国内におけるインターネット広告は、テレビ広告に次いで二番目に大きい市場規模とな

っている。その中でも、主に個人サイトで、商品やサービスについて紹介してもらう成果報

酬型の広告手法であるアフィリエイト広告の市場規模が拡大している。また、先行研究では、

アフィリエイト広告の構築に関する調査や、広告の有無による言語的特徴に関する調査は

されてきたが、アフィリエイト広告に含まれる商品の情報について調査したものはなかっ

た。そこで本研究では、アフィリエイト広告に含まれる情報を明らかにすることで、インタ

ーネットで商品を購入する機会のある人々が、インターネット上の情報を読み解くための

一助となることを目指し、アフィリエイト広告に含まれる商品についての情報の「種類」、

「出現回数」、「順序」を、公式サイトを比較対象として調査した。 

調査では、ブログ登録数が 2017年時点で 129万登録されている国内最大級の「人気ブ

ログランキング」の家電・AV機器カテゴリから抽出したアフィリエイト広告 51件と、ア

フィリエイト広告で紹介された商品の公式サイトを調査対象とした。 

調査の結果、情報の種類は、アフィリエイト広告に 13種類、公式サイトに 14種類含ま

れており、公式サイトにのみ「商品の生産国」についての情報がみられたが、含まれてい

る割合は 3.9％とわずかである、ということが分かった。そして、「商品の生産国」以外の

13種類の情報はアフィリエイト広告と公式サイトで同じであった。そのため、アフィリエ

イト広告と公式サイトに含まれる情報の種類にはほぼ差がない、ということが分かった。 

また、情報の出現回数において、14種類のうち 3種類が、公式サイトよりもアフィリエ

イト広告の方が多かった。その中でも特に、「商品の使い心地」についての情報の出現回

数が多かった。これは、アフィリエイト広告には景品表示法の表示規制が適用されないた

め、商品について個人の主観による意見を記載することができるが、公式サイトでは、正

確に商品についての情報を記載しなければならないためである、と考えられる。 

さらに、情報の順序において、1番目から 5番目までの情報は、最初の部分で伝えられ

る特に重要な情報である。公式サイトには、アフィリエイト広告より「商品の仕様」につ

いての情報が含まれる割合が高かった。一方、アフィリエイト広告は、「商品名」と「商

品の画像」についての情報が含まれる割合が高かった。そのため、公式サイトでは消費者

に商品の構造や仕組みについて伝えることが重要である一方、アフィリエイト広告では消

費者に商品が何かを具体的にイメージさせることが重要である、ということが分かった。 
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